
（様式１）

①事業者名

②測定ツール名

⑥申請する測定ツー
ルの目的・概要

⑦申請する測定ツー
ルの特長・活用例等

⑧実施期間、年間実
施回数

⑨実施方式
　(CBT/PBT)

⑪受検料

⑫標準返却期間

⑬ＵＲＬ（事業者のＨＰ
における測定ツール
紹介）

事務担当者名

住所

https://teachers.studysapuri.jp/shindan

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

株式会社リクルートマーケティングパートナーズ

スタディサプリ　学びの活用力診断～ベーシック～

③主な対象者

連絡先 （FAX）

（電話番号）

平成30年6月28日

高校１年生、高校２年生について、生徒の基礎学力をしっかり定着させ、応用でき
る力をつけさせることを目的とし、問題構成にあっては、知識・技能の問題のみで
なく、思考力・判断力・表現力を見る問題も合わせて出題します。また、学びの基
礎診断の趣旨に鑑みて、生徒に基礎レベルの徹底的な復習を行わせ、定着させ、ま
た指導者に対して、生徒指導に役立つ結果資料を提供することを目的とします。
本ツールではスピーキングは測定せず、問題、採点基準の提供のみとします。

⑩試験時間（分）

④対象教科

高校１年生、高校２年生
共通必履修科目の定着を必要とする生徒

○
⑤測定内容の
区分

英語

○

東京都品川区上大崎2-13-30　oak meguro

（E-mail)

本井　幸祐 所属部署 まなび領域高校支援統括部

motoikosuke@r.recruit.co.jp

03-6408-2135

070-1288-2045

○ ○

年１回、１月実施です。（2019年12月１日受検申込み開始予定、2020年1月実施開
始予定。）

本ツールは「スタディサプリ」との連携を考えて企画しています。測定用問題セッ
ト（詳しい解答解説付き）と復習用問題セット（詳しい解答解説付き）からなりま
す。このツールの最大の特長は、問題作成段階から「スタディサプリ」との連携を
意識して作成している点です。生徒は測定用問題を受検することにより、基礎項目
のどこに定着していない部分があり、またそれら未定着の部分のうち、どこを優先
して学習し直せば良いかを把握することができます。また指導者はそれら優先課題
について「スタディサプリfor Teachers」を使って、生徒に指示を的確に与えるこ
とができ、それらの取り組み状況を把握することができます。

数学国語 基本タイプ 標準タイプ

PBT

1.5か月

英語数学

50分50分 50分

国語

3000円



（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：国語 

測定内容の区分：基本タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

〇国語の基礎学力の定着度合いを診断することを目的として、中学校「国語」の学習内容を含め

て、高等学校「国語」の「国語総合」の学習内容を中心とした基礎学力の定着度合いを確認し

たい高校１年生・２年生を主な対象とし、国語の「書くこと」に関する資質・能力、「読むこ

と」に関する資質・能力を測定します。 

○出題範囲は、中学校「国語」の学習内容と高等学校「国語」の「国語総合」とします。そのう

ち、「書くこと」に関する資質・能力については、与えられた文章の読解に基づく記述式問題

だけでなく、意見交換の場などをテクストで提示し、話題について様々な角度から検討して自

分の考えを持ち、根拠を明確にするなど論理の構成や展開を工夫して意見をまとめることを求

める問題を出題することで、学習指導要領が求める幅広い言語能力の育成につなげます。また、

「読むこと」に関する資質・能力については、現代の社会生活で必要とされている実用的な文

章を中心に、内容を理解し要約したり詳述したりする問題を出題することに加え、伝統的な言

語文化や漢字について、文語のきまりや語句の意味・用法の理解の定着度合いを測りながら、

伝統的な言語文化への興味・関心を広げる問題や、現代の社会生活との関連を意識した問題を

出題します。 

○診断は、高校１年生・２年生の各学年に共通の内容で、１年に１回実施されます。中学校「国

語」と高等学校「国語」の「国語総合」の学習内容からそれぞれ 60％程度、40％程度出題し、

高等学校「国語」の学習と定着が進んでいない生徒の診断に資する問題も用意します。 

 

（２）構成等 

①出題形式 

解答はすべて記述するものとします。その中で、選択式が全体の 40％程度、短答式が 40％程

度とし、残り 20％は記述式問題とします。出題形式は選択式・短答式・記述式を組み合わせた

ものとし、主として知識・技能を問う問題に加え、主としてこれらを活用して課題を解決する

ために必要な思考力・判断力・表現力等を問う問題を出題します。全体として、現代文の読解

力（「読むこと」に関する資質・能力）について 30％程度、現代文の表現力（「書くこと」に

関する資質・能力）について 30％程度、古典（「読むこと」に関する資質・能力）について 40％

程度出題します。 

 

②出題範囲 

中学校「国語」の学習内容 60％程度、「国語総合」の学習内容 40％程度 

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

○全体的な難易度は、高校 1年生の「基本レベル」に設定しています。文法・語法や語彙の「標

準レベル」の具体的範囲については、中学校「国語」および高等学校「国語」の「国語総合」

における主要各社の教科書を分析し、大半の受検生にとって学校の復習が主となるように設定

しています。 

○上記の範囲における各問題の難易度は、約 30 年間高校生対象の模擬試験を実施し小問題単位の

正答率を保有している協力会社と、スタディサプリ監修講師間で協議し、各問題項目の難易度



を設定しています。その上で各回の難易度が等しくなるよう、協力会社が作成したテスト仕様

書に基づき問題項目を設定しています。また、診断終了後、速やかに小問題ごとの正答率を分

析し、検討会を開き、常に難易度設定の妥当性をチェックしていきます。合わせて、協力会社

が行っている模擬試験のスタッフとも情報共有をして難易度の妥当性チェックを行います。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

○現実の社会生活との関連を考えた問題、生徒に多い間違いの原因を考えさせる問題等、作問に

あたっては種々の工夫を考えています。 

○文法・語法や語彙について、中学校「国語」や高等学校「国語」の「国語総合」の学習済みの

内容の復習が主となる範囲とし、高等学校の授業の定着度合いを把握できる設計としています。

○受検者が身近に感じる話題や媒体に関する素材を用意し、実際の日常的な社会生活の中での言

語活動を意識させる問題設定としています。 

〇伝統的な言語文化については、伝統的な言語文化への理解・関心を深め、社会や自分とのかか

わりの中で生かす学習につながるような問題設計としています。 

 

（５）その他特長 

〇主として思考力・判断力・表現力を問う問題を適切な量入れます。論理的な文章および伝統的

な言語文化について内容を読み取り記述させる問題を出題する一方で、論理的な思考力を一般

的な表現形式で問う問題なども設定することで、「読むこと」における知識の定着度の測定に

加え、「読むこと」および「書くこと」における思考力・判断力・表現力を測ります。 

〇話し合いや論述など課題探求に関する言語活動等を想定し、テクストで示された情報を理解・

活用し、創造的・論理的思考を経て、文章により表現する力を測る問題設計としています。 

〇生徒の読書活動の改善につながるよう、問題を解く前後に関連のある書籍や文献を紹介するな

どの情報提供をすることで、関心を広げるよう誘導していきます。 

〇テスト後、結果の個人帳票では、どの分野の基礎学力が十分でないかをわかりやすく表示し、

学力不足を補うために、どのスタディサプリの映像教材を視聴したらよいかを指摘します。そ

れぞれの映像教材には確認テスト（Web 上もしくは紙媒体で提供）も用意します。それらの確認

テストの受検後、さらにテストと同じ出題形式の再受検用の問題（紙媒体で提供）も付属しま

す。個人帳票で視聴するように指示したスタディサプリの講座の視聴料、確認テストの利用料

は受検料に含まれます。再受検用の問題も同様です。これらの付属教材で学習することによっ

て、不十分であった基礎学力の定着が可能になります。また、指導者に対しても、現状での生

徒の基礎学力定着状況を把握できるようなデータを提供し、授業運営に資する資料を提供しま

す。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

提供内容 

個人用帳票 

① 総合科目 

国語・数学・英語、国語・英語、数学・英語 

個別科目 

国語、数学、英語 

について、 

得点（配点）、全国（平均点、偏差値、順位）、都道府県（平均点、偏差値、順位）、校

内（平均点、偏差値、順位） 

 



② 設問別成績 

（イ）大問題別成績 

大問題ごとに、得点／配点、全国平均点、得点率（グラフ）、「知識・技能」：「思

考力・判断力」の割合、表現力評価 

（ロ）観点別評価 

教科ごとに、観点別の得点／配点、得点率（英語は技能ごとの得点） 

③ 結果詳細レポート 

小問題ごとに、設問概要、配点、出題の趣旨、スタディサプリ対応講義、得点、得点率、全

国得点率、学年得点率 

（特に得点率が低いものについては、色分けをして表示します。） 

提供方法 

個人用帳票は、学校を通じて紙媒体にて返却します。 

 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

提供内容 

校内成績概況 

①  型別概況 

校内受験者数、校内平均点、校内平均偏差値、全国受験者数、全国平均点、全国標準偏差

値、都道府県内平均点 

②  平均偏差値推移（過年度） 

全国偏差値過年度推移 

③  偏差値帯人数 

偏差値帯別人数過年度推移、最も人数が増えた偏差値帯 

④  教科・科目別概況 

⑤  教科別偏差値帯別人数 

偏差値帯別人数過年度推移 

⑥  結果詳細レポート 

問題ごとに、設問概要、配点、出題の趣旨、スタディサプリ対応講義、得点、得点率、全

国得点率、学年得点率 

（特に得点率が低いものについては、色分けをして表示します。） 

学年、学校、クラスごとに作成 

⑦  偏差値帯別分析 

各教科・設問ごとの偏差値帯別得点率および人数 

⑧  個人成績一覧 

提供方法 

紙媒体にて先生用・生徒用それぞれにレポートを提供いたします。 

合わせて、スタディサプリコンテンツ（授業動画など）や、事後演習用問題プリントをご提供

いたします。 

先生向け学習管理システム「for Teachers」を通して、各テスト結果データ、生徒個々人へ各

問題に紐づくスタディサプリコンテンツを宿題配信できる機能を提供いたします。 

診断結果の提供後、弊社担当者が結果の振り返り、事後活用の提案などを行う「振り返り会」

を学校ごとに実施いたします。 

以上はすべて本診断の料金に含まれています。 

 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

〇診断の結果、「結果詳細レポート」において、優先的に復習が必要な小問題から優先的に講座

動画へ誘導します。また、点数のみでなく、採点時に知識・技能と思考力・判断力・表現力に

分けて得点を集計し、これまでに収集したデータに基づいてA～Dの４段階に分けて評価します。

また、A～Dが示すものを記述文にて表します。評価の詳しい内容につきましては、事後活用の



提案などを行う「振り返り会」にてご説明いたします。 

〇点数と評価の対応につきましては、協力会社が約 30 年にわたって小問題ごとに得点を集計し、

その難易を追跡していますので、そのデータ等を踏まえて設定します。 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

作問体制 

・複数の問題作成者に問題作成を依頼し、各教科の編集者が、校閲者数名とスタディサプリの講

師とともに問題を確定していきます。その際に、問題作成者に問題変更、差し替え等を依頼し

ます。問題の骨子が固まった段階で、組版作業に入ります。 

・問題確定後、組版が終わった段階で、複数の校正者に問題を回覧し、内容および細かいチェッ

クを行います。内容面のチェックが終了後、形式面のチェックを経て、問題版下は完成となり

ます。また、診断実施後、速やかに小問題ごとの正答率を、想定正答率と照合チェックし、以

降の問題作成に反映させます。 

 

（２）学校における実施方法 

〇学校での実施にあたり、事前に「実施のてびき」を配布します。事前に不明な点を確認したい

場合や当日トラブルが発生した場合の対応として、本診断専用の問い合わせ窓口（電子メール・

電話）を設けます。 

〇学校単位、クラス単位で受検することが可能です。 

〇学校には、本診断の実施当日の運営を行っていただきます。具体的には、問題冊子・解答用紙

の配布、実施時の監督、CD 音声の再生、解答用紙の回収と弊社協力会社への送付を行っていた

だきます。 

 

（３）採点の方法と体制 

電子採点方式の採用 

・ 採点は、すべて電子採点システムで行います。 

・ 小問題ごとに切り出した解答を画面に表示して採点し、採点結果を入力します。 

・ 採点者は同一問題を連続して採点します。生徒の多様な解答パターンを早期に把握できます。

・ ２人の採点者が別々に採点して、両者の採点結果を突き合わせます。  

採点体制 

・ 教科別に採点者グループを組織し、教科リーダーを配置します。さらに採点監督者が全体を

統括します。 

・ 採点ミスと採点者による採点結果のばらつきをなくすために、電子採点システムによるダブ

ル採点体制をとります。第一採点者と第二採点者の採点判断が異なっている場合は、照合者

が教科リーダーと相談し最終判断をします。 

・ 生徒の解答に判断が難しい点があれば、教科リーダーを通じて採点監督者の判断を仰ぎます。

判断が分かれるような微妙なケースは、問題作成担当者に連絡して協議します。 

採点に関する個人情報管理ならびに信頼性向上に資する方策 

・ 電子採点システムによって採点を行うため、画面に表示されるのは切り出された小問題の解

答欄だけです。採点者は、調査名や個人情報を知ることはありません。 

・ 解答用紙の回収受付・スキャニングおよび保管は、本学力診断専用受付センターで行います。

スキャニングデータは、電子採点システムに送られ、一元管理されています。 

・ 採点業務は、セキュリティが完備された採点会場で行います。採点関係者の会場への出入り

のチェック等、情報漏えい防止のためのシステムを構築しています。 

・ 採点者には、個人情報保護に関する研修および秘密保持誓約書の提出を義務付けています。

・ 集計・分析作業は、24 時間セキュリティ管理されたビル内で行います。集計・分析室への入



室は、一般の入室を制限しています。 

採点の精度をさらに高める方策 

・ 採点者の事前教育においては、問題を実際に解くことで内容に精通した上で採点に取り組み

ます。その上で採点基準の熟知を図るための徹底した研修を行います。 

・ 実際の解答用紙をサンプリングした事前採点を基に、問題作成者の見地からみた採点基準策

定の工程を経て、採点基準を加筆・修正し採点業務に取り掛かります。 

・ 集計前に採点結果をサンプル調査し、誤採点があった場合は再採点します。 

 

（４）情報管理体制 

弊社の定めたセキュリティ・ポリシーに基づき、本診断に係る情報管理体制を構築し、徹底し

た情報管理を行っています。また、弊社はプライバシーマークを取得しており、協力会社におい

ても同様です。詳しくは以下のサイトをご覧ください。 

http://www.recruit-mp.co.jp/support/privacy.html 

 

 

Ⅳ．情報開⽰に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮 

拡大文字の問題冊子の提供対応が可能です。また、要望があった場合には、英語リスニングのス

クリプトを提供いたします。 

 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

スタディサプリサービスおよび、紙媒体での事後演習プリントを準備します。 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

学習および生活習慣等を問うアンケートを実施します。 

 

（４）個人受検の可否 

不可 

 

（５）問題内容の情報提供 

既出問題・サンプル問題や正答例・解説の学校への配布等を行うことを予定しています。 

 

（６）その他 

教育委員会等への情報提供等は、要請に応じ、受検した学校の許諾を得た上で提供することを検

討いたします。 

 

 

 



（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：基本タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

〇数学の基礎学力の定着度合いを診断することを目的として、義務教育段階「数学」の学習内容

を含めて、基礎学力の定着度合いを確認したい高校１年生・高校２年生を対象とします。 

〇出題範囲は、義務教育段階「数学」の学習内容と高等学校「数学Ⅰ（数と集合、式、図形と計

量、二次関数）」とし、学習指導要領の範囲内から出題します。主として知識・技能を問う問

題に加え、主としてこれらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等

を問う問題を出題します。 

〇診断は高校１年生・２年生の各学年に共通の内容で、１年に１回実施されます。 

 

（２）構成等 

①出題形式 

解答はすべて記述するものとします。出題形式は選択式・短答式・記述式を組み合わせたもの

とし、選択式・短答式といえるものは全体の 65％程度とします。また、これらの問題については、

詳しい採点基準を作成して採点します。 

 

②出題範囲 

「数学Ⅰ」の内容から出題します。ただし、それらは義務教育段階「数学」との融合問題とし

て出題します。 

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

約 30 年間高校生対象の模擬試験を実施し小問題単位の正答率を保有している協力会社と、スタ

ディサプリ監修講師間で協議し、各問題項目の難易度を設定しています。その上で各回の難易度

が等しくなるよう、協力会社が作成したテスト仕様書に基づき問題項目を設定しています。 

また、診断終了後、速やかに小問題ごとの正答率を分析し、検討会を開き、常に難易度設定の

妥当性をチェックしていきます。合わせて、協力会社が行っている模擬試験のスタッフとも情報

共有をして、難易度の妥当性チェックを行います。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

現実の社会生活との関連を考えた問題、生徒のよくやる間違いの原因を考えさせる問題等、作

問にあたっては種々の工夫を考えています。また、数学においては、特に小問題間の難易差を緩

やかにし、生徒が無理なく段階的に解き進むことができるようにします。 

 

（５）その他特長 

主として思考力・判断力を問う問題を適切な量入れます。表現力については「数学の答案は、

採点者という他人に対して、自らの考えたことを整理して記述し伝えるものである」という観点

に立ち、記述答案の採点こそ生徒の表現力を診断する良い機会であるので、各問題の得点のみで

なく、解答記述の表現力も同時に診断するように、採点にあたっては細かい採点基準を作り採点

します。 

テスト後、結果の個人帳票には、どの分野の基礎学力が十分でないかをわかりやすく表示し、



学力不足を補うために、どの映像教材を視聴したらよいかを指摘します。それぞれの映像教材に

は確認テスト（Web 上もしくは紙媒体で提供）も用意します。 

それらの確認テストの受検後、さらにテストと同じ出題形式の再受検用の問題（紙媒体で提供）

も付属します。個人帳票で視聴するように指示したスタディサプリの講座の視聴料、確認テスト

の利用料は受検料に含まれます。再受検用の問題も同様です。 

これらの付属教材で学習することによって、不十分であった基礎学力の定着が可能になります。

また、指導者に対しても、現状での生徒の基礎力定着状況を把握できるようなデータを提供し、

授業運営に資する資料を提供します。 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（略）※国語の申請様式参照 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（略）※国語の申請様式参照 

 

Ⅳ．情報開⽰に関すること 

（略）※国語の申請様式参照 

 



（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

〇英語の基礎学力の定着度合いを診断することを目的として、中学校「英語」の学習内容を含め

て、高等学校「英語」の「コミュニケーション英語Ⅰ」の学習内容を中心とした基礎学力の定

着度合いを確認したい高校１年生・２年生を主な対象とし、英語の「聞くこと」(Listening)に

関する力、「読むこと」(Reading)に関する力、「書くこと」(Writing)に関する力、「話すこ

と」（Speaking）に関する力を測定します。なお、「話すこと」に関する力については、本ツ

ールでは、測定することに代えて、問題、解答例、および採点基準を提供します。 

○出題範囲は、中学校「英語」の学習内容と高等学校「英語」の「コミュニケーション英語Ⅰ」

とし、日常生活で実際に英語でコミュニケーションを図る場面を意識させたり、英語を日常生

活で使用する人々の生活や文化の理解が深まるような素材を用いたりして、学習指導要領が求

める言語活動に対応した問題を出題します。 

○診断は、高校１年生・２年生の各学年に共通の内容で、１年に１回実施されます。中学校「英

語」と高等学校「英語」の「コミュニケーション英語Ⅰ」の学習内容からそれぞれ 50％程度ず

つ出題し、高等学校「英語」の学習と定着が進んでいない生徒の診断に資する問題も用意しま

す。 

  

（２）構成等 

①出題形式 

出題形式は選択式・短答式・記述式を組み合わせたものとし、主として知識・技能を問う問

題に加え、主としてこれらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等

を問う問題を出題します。後者のうち「書くこと」（Writing）については、５～10 語程度の記

述式問題を２問程度出題します。 

Listening：選択式 90％程度（９問程度）、短答式 10％程度（１問程度） 

CD により実施します。 

Reading：選択式 85％程度（20 問程度）、短答式 15％程度（４問程度） 

Writing：原則として記述式、一部短答式（２問程度（最小５語程度、最大 10 語程度）） 

Speaking：本ツールでは、測定することに代えて、問題、解答例、および採点基準を提供 

※PBT 方式により３技能を測定します。 

 

②出題範囲 

・中学校「英語」の学習内容 50％程度、「コミュニケーション英語Ⅰ」の学習内容 50％程度 

・Listening：20 分、Reading：20 分、Writing：10 分 

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

○全体的な難易度は、「基本レベル」に設定しています。文法・語法や語彙の「基本レベル」の

具体的範囲については、文部科学省教育課程編成・実施状況調査（平成 25 年）による「コミュ

ニケーション英語Ⅰ」の開設状況（普通科においては、「コミュニケーション英語Ⅰ」が１年次：

90.2％、２年次：4.5％）を勘案しつつ主要各社の教科書を分析し、大半の受検生にとって学校

の復習が主となるように設定しています。 



○CEFR のレベルでは、「A2 レベル」（ごく基本的な個人情報や家族情報、買い物、地元の地理、

仕事など、直接的関係がある領域に関しては、文やよく使われる表現が理解でき、簡単で日常

的な範囲なら、身近な日常の事柄について、単純で直接的な情報交換に応じることができる程

度の英語力）を中心に測定できるよう設計しております。 

○上記の範囲における各問の難易度は、約 30 年間高校生対象の模擬試験を実施し小問題単位の正

答率を保有している協力会社と、スタディサプリ監修講師間で協議し、設定しています。その

上で各回の難易度が等しくなるよう、協力会社が作成したテスト仕様書に基づき問題項目を決

定しています。また、診断終了後、速やかに小問題ごとの正答率を分析し、検討会を開き、常

に難易度設定の妥当性をチェックしていきます。合わせて、協力会社が行っている模擬試験の

スタッフとも情報共有をして、難易度の妥当性チェックを行います。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

○文法・語法や語彙について、中学校「英語」や高等学校「英語」の「コミュニケーション英語

Ⅰ」の学習済みの内容の復習が主となる範囲とし、高等学校の授業の定着度合いを把握できる

設計としています。 

○受検者が身近に感じる話題や媒体に関する素材を用意し、実際に英語でコミュニケーションを

図る場面を意識させる問題設定としています。 

 

（５）その他特長 

〇主として思考力・判断力・表現力を問う問題を適切な量入れます。表現力については、英語と

しての表現は稚拙であるものの文法的には減点しづらいという答案を避ける工夫をした設問も

用意します（まず答案として書くべき適切な表現を日本語で書かせ、それにも配点を設け、同

時にその内容を英語で表現できるかを問う問題等）。 

○テスト後、結果の個人帳票には、どの分野の基礎学力が十分でないかをわかりやすく表示し、

学力不足を補うために、どの映像教材を視聴したらよいかを指摘します。それぞれの映像教材

には確認テスト（Web 上もしくは紙媒体で提供）も用意します。それらの確認テストの受検後、

さらにテストと同じ出題形式の再受検用の問題（紙媒体で提供）も付属します。個人帳票で視

聴するように指示したスタディサプリの講座の視聴料、確認テストの利用料は受検料に含まれ

ます。再受検用の問題も同様です。これらの付属教材で学習することによって、不十分であっ

た基礎学力の定着が可能になります。また、指導者に対しても、現状での生徒の基礎力定着状

況を把握できるようなデータを提供し、授業運営に資する資料を提供します。 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（略）※国語の申請様式参照 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（２）学校における実施方法 

〇「話すこと」（Speaking）に関する力について、本ツールでは、測定することに代えて、問題、

解答例、および採点基準の提供を行いますので、学校での実施マニュアル、得点ごとの応答例、

採点研修用ツールを提供いたします。 

（略）※その他の内容は、国語の申請様式参照 

 

Ⅳ．情報開⽰に関すること 



（略）※国語の申請様式参照 

 



（様式３）

事業者名： 株式会社リクルートマーケティングパートナーズ
測定ツール名： スタディサプリ　学びの活用力診断～ベーシック～
対象教科： 国語
測定内容の区分： 基本タイプ

Ⅰ．出題に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅰ．（１） Ⅰ．（２） Ⅰ．（３） Ⅰ．（４） Ⅰ．（５）

なし

Ⅱ．結果提供に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅱ．（１） Ⅱ．（２）

成績表 個人成績表 Ⅱ-1 ○

各小問とスタディサプリの講座を紐
付ける教師用補助資料

結果詳細レポート（教師用） Ⅱ-2 ○

各小問とスタディサプリの講座を紐
付ける生徒用補助資料

結果詳細レポート（生徒用） Ⅱ-3 ○

より詳細な教師用資料 校内成績資料 Ⅱ-4 ○

個人成績表「観点別評価」における
評価文

A～Dの４段階評価について Ⅱ-5 ○

Ⅲ．運営に関すること

＜提出必須の書類等＞

実施要項（試験時間、実施方式、実
施期間、受検料、標準返却期間等）

実施要項 Ⅲ-1

学校用実施マニュアル 実施のてびき Ⅲ-2

＜提出任意の書類等＞

体制図 活用力診断　情報管理体制資料 Ⅲ-3

Ⅳ．情報開示に関すること

＜提出任意の書類等＞

学習状況アンケート 教科に関するアンケート調査 Ⅳ-1

認定要件への適合性を示す書類等一覧について

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準
書類等の内容

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の名称 資料番号

rie-kawanishi
テキスト ボックス
・数学・英語



資料Ⅲ-１ 

1/1 

スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～  

実施要項 

 

 

高校 1年生、高校 2年生について、生徒の基礎学力をしっかり定着させ、応用できる力をつけさせることを目的とし、

問題構成にあっては、知識・技能の問題のみでなく、思考力・判断力・表現力を見る問題も合わせて出題します。 

また、学びの基礎診断の趣旨に鑑みて、生徒に基礎レベルの徹底的な復習を行わせ、定着させ、また指導者に対

して、生徒指導に役立つ結果資料を提供することを目的とします。 

なお、英語のスピーキングは測定せず、問題、採点基準の提供のみとなります。 

 

特 徴 

「スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～」では、スタディサプリとの連携を考えて企画しています。測定

用問題セット（詳しい解答解説付き）と復習用問題セット（詳しい解答解説付き）から構成され、問題作成段階からスタ

ディサプリとの連携を意識して作成されています。 

生徒は測定用問題を受検することにより、基礎項目のどこに定着していない部分があり、またそれら未定着の部分

のうち、どこを優先して学習し直せば良いかを把握することができます。また教員はそれら優先課題について「スタディ

サプリ for Teachers」を利用して、生徒への指導に役立て、それらの取り組み状況を把握することが可能になります。 

 

実施スケジュール 

 申込期間 統一実施日 返送期限 成績送付 

1月 11月 25日～ 1月 10日  1月 25日（土）  2月 5日（水）必着 実施日より 1.5 ヵ月後 

 

実 施 方 式 

PBT 

 

受 検 料 

3,000円（消費税込） 

※スタディサプリとのセット料金もあります。 

 

配点･時間･出題範囲 

教科 国語 数学 英語 

出題 

教科 

配点 100点 100点 100点 

時間 50分 50分 50分 

出題 

範囲 

・ 中学校「国語」の内容 6 割程度 

・ 「国語総合」の内容 4 割程度 

・ 「数学Ⅰ」の内容から出題 

 （義務教育段階「数学」との融合問

題として出題） 

・ 中学校「英語」の内容 5 割程度 

・ 「コミュニケーション英語Ⅰ」の内

容 5 割程度 

Listening： 20 分 

Reading： 20 分 

Writing： 10 分 

 



（様式４） 

1 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：国語 

測定内容の区分：基本タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数，出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項⽬

領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・与えられた文章に即して，

内容読解において重要な役

割を果たす語句の意味を理

解することができる。 

・義務教育段階までに得た語

句の知識を活用して文章を

読むことができる。 

 

【設問数】 
２問程度 
【出題形式】 
選択式 

ｻﾝﾌﾟﾙ問題１番 問１ 

Ｃ 

読
む
こ
と 

［
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関

す
る
事
項
］ 

国語総合 
２Ｃ 読むこと（１） 

オ  幅広く本や文章を読み，情報を得て用いたり，ものの見方，感じ
方，考え方を豊かにしたりすること。 

２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 
イ  言語の特徴や決まりに関する事項 
（イ）文や文章の組立て，語句の意味，用法及び表記の仕方などを

理解し，語彙を豊かにすること。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

イ  言語の特徴や決まりに関する事項 
（イ）抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多

義的な意味を表す語句などについて理解し，語感を磨き語彙を
豊かにすること。 

・与えられた文章の展開や論

理的な構成を把握し，内容

の理解に役立てることがで

きる。 

・義務教育段階までに得た，

指示語や接続詞の意味や役

割を押さえ，文章読解に役

立てることができる。 

【設問数】 
１～２問程度 
【出題形式】 
選択式，短答式 
 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 
２Ｃ 読むこと（１） 

エ  文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価した
り，書き手の意図をとらえたりすること。 

中学校学習指導要領 国語［第３学年］ 
２Ｃ 読むこと（１） 

イ  文章の論理の展開の仕方，場面や登場人物の設定の仕方をとらえ，
内容の理解に役立てること。 

中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 
２Ｃ 読むこと（１） 

ウ  文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分
の考えをまとめること。 



 

 
2 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数，出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項⽬

領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・与えられた文章について，

筆者の主張とその主張の根

拠をとらえることができ

る。 

・義務教育段階までに得た，

接続詞の役割や文章の構成

把握に関する知識などを活

用しながら，文章全体の主

旨を押さえることができ

る。 

【設問数】 

１～２問程度 

【出題形式】 

選択式，記述式，短答式

ｻﾝﾌﾟﾙ問題１番 問２ 

ｻﾝﾌﾟﾙ問題１番 問５ 

Ｃ 

読
む
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

国語総合 
２Ｂ 書くこと（１） 

ア  相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを
工夫して書くこと。 

ウ  対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方
を考えて書くこと。 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 
エ  文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価した

り，書き手の意図をとらえたりすること。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 
２Ｃ 読むこと（１） 

イ  文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の
意味などを考え，内容の理解に役立てること。 

・与えられた文章に沿って，

指示語の指すものを理解し

たり，抽象的な表現が指す

具体的な内容を理解したり

することができる。 

・義務教育段階までに得た，

指示語や接続詞の意味，比

喩表現などの役割を押さ

え，文章読解に役立てるこ

とができる。 

【設問数】 

１～３問程度 

【出題形式】 

選択式，記述式，短答式

ｻﾝﾌﾟﾙ問題１番 問３ 

ｻﾝﾌﾟﾙ問題１番 問４ 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

国語総合 
２Ｂ 書くこと（１） 

ア  相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを
工夫して書くこと。 

ウ  対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方
を考えて書くこと。 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 
エ  文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価した

り，書き手の意図をとらえたりすること。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 
２Ｃ 読むこと（１） 

イ  文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の
意味などを考え，内容の理解に役立てること。 



 

 
3 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数，出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項⽬

領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・与えられた文章をふまえ，

自分自身の考えを深め，意

見の発表に役立てることが

できる。 

・義務教育段階までに得た表

現力に基づき，自分の考え

を端的に示すことができ

る。 

【設問数】 

１問程度 

【出題形式】 

選択式，記述式 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

国語総合 
２Ｂ 書くこと（１） 

ア  相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを
工夫して書くこと。 

イ  論理の構成や展開を工夫し，論拠に基づいて自分の考えを文章に
まとめること。 

エ  優れた表現に接してその条件を考えたり，書いた文章について自
己評価や相互評価を行ったりして，自分の表現に役立てるととも
に，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにすること。 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 
エ  文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価した

り，書き手の意図をとらえたりすること。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 
２Ｂ 書くこと（１） 

イ  自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして，文章の構成を
工夫すること。 

２Ｃ 読むこと（１） 
エ  文章に表れているものの見方や考え方について，知識や体験と関

連付けて自分の考えをもつこと。 

・常用漢字の読みに慣れ，主

な常用漢字を書くことがで

きる。 

【設問数】 
４問程度 
【出題形式】 
短答式 
ｻﾝﾌﾟﾙ問題２番 問１ 

［
伝
統
的
な
言
語
文
化

と
国
語
の
特
質
に
関
す

る
事
項
］ 

国語総合 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

ウ  漢字に関する事項 
（ア）常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字が書けるようになるこ

と。 



 

 
4 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数，出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項⽬

領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・日常的な場面等を取り上げ

た文章を読み，目的・場

面・条件に即して要点をま

とめることができる。 

・義務教育段階までに習得し

た社会生活における課題解

決能力を活用して，考えを

まとめることができる。 

【設問数】 
１問程度 
【出題形式】 
記述式，短答式 
ｻﾝﾌﾟﾙ問題２番 問２(1)

Ｃ 

読
む
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

国語総合 
２Ｃ 読むこと（１） 

イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要
約や詳述をしたりすること。 

２Ｂ 書くこと（１） 
ア  相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを

工夫して書くこと。 
イ  論理の構成や展開を工夫し，論拠に基づいて自分の考えを文章に

まとめること。 
ウ  対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方

を考えて書くこと。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 
２Ｂ 書くこと（１） 

ア  社会生活の中から課題を決め，多様な方法で材料を集めながら自
分の考えをまとめること。 



 

 
5 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数，出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項⽬

領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・語句の意味や文における役

割，文の構成などを理解す

ることができる。 

・義務教育段階までに得た知

識を活用しながら，適切な

文章表現を用いることがで

きる。 

【設問数】 
２問程度 
【出題形式】 
短答式 
ｻﾝﾌﾟﾙ問題２番 問１ 
 

［
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
］ 

国語総合 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

イ  言語の特徴やきまりに関する事項 
（ア）国語における言葉の成り立ち，表現の特色及び言語の役割な

どを理解すること。 
（イ）文や文章の組立て，語句の意味，用法及び表記の仕方などを

理解し，語彙を豊かにすること。 
中学校学習指導要領 国語［第３学年］ 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

イ 言語の特徴や決まりに関する事項 
（ア）時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いを理解

するとともに，敬語を社会生活の中で適切に使うこと。 
（イ）慣用句・四字熟語などに関する知識を広げ，和語・漢語・外

来語などの使い分けに注意し，語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。 

中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

イ  言語の特徴や決まりに関する事項 
（イ）抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多

義的な意味を表す語句などについて理解し，語感を磨き語彙を
豊かにすること。 



 

 
6 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数，出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項⽬

領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・与えられた素材・資料をも

とに論理的な構成や展開を

工夫し，自分の考えをわか

りやすく説得力のある文章

でまとめることができる。 

・義務教育段階までに得た，

資料や意見交換の経験をも

とに，自分の意見を明確に

示すことができる。 

【設問数】 

１問程度 

【出題形式】 

記述式，短答式 

ｻﾝﾌﾟﾙ問題２番 問２(2)

Ｃ 

読
む
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

国語総合 
２Ｂ 書くこと（１） 

ア  相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを
工夫して書くこと。 

イ  論理の構成や展開を工夫し，論拠に基づいて自分の考えを文章に
まとめること。 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 
エ  文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価した

り，書き手の意図をとらえたりすること。 
中学校学習指導要領 国語［第３学年］ 
２Ｂ 書くこと（１） 

イ  論理の展開を工夫し，資料を適切に引用するなどして，説得力の
ある文章を書くこと。 

中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 
２Ｂ 書くこと（１） 

ア  社会生活の中から課題を決め，多様な方法で材料を集めながら自
分の考えをまとめること。 

イ  自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして，文章の構成を
工夫すること。 

・小説や随筆等を読んで，場

面や登場人物の心情などを

理解することができる。 

・義務教育段階までの学習に

基づき，場面や登場人物の

設定を押さえることができ

る。 

【設問数】 
３～４問程度 
【出題形式】 
選択式，記述式，短答式

Ｃ 

読
む
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

国語総合 
２Ｂ 書くこと（１） 

ア  相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを
工夫して書くこと。 

ウ  対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方
を考えて書くこと。 

２Ｃ 読むこと（１） 
ア  文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
ウ  文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わう

こと。 
中学校学習指導要領 国語［第３学年］ 
２Ｃ 読むこと（１） 

イ  文章の論理の展開の仕方，場面や登場人物の設定の仕方をとらえ，
内容の理解に役立てること。 



 

 
7 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数，出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項⽬

領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・伝統的な言語について，語

句の意味や文章における役

割を理解することができ

る。 

【設問数】 
３～６問程度 
【出題形式】 
選択式，短答式 

［
伝
統
的
な
言
語

文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項
］

国語総合 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

ア  伝統的な言語文化に関する事項 
（イ）文語のきまり，訓読のきまりなどを理解すること。 

・文語のきまり，訓読のきま

りなどを理解し，文章読解

に役立てることができる。 

【設問数】 
４～６問程度 
【出題形式】 
選択式，短答式 

［
伝
統
的
な
言
語

文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項
］

国語総合 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

ア  伝統的な言語文化に関する事項 
（イ）文語のきまり，訓読のきまりなどを理解すること。 

・伝統的な言語で書かれた文

章について，書き下し文に

したり，現代語に訳したり

することができる。 

【設問数】 
１～３問程度 
【出題形式】 
選択式，記述式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

［
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語

の
特
質
に
関
す
る
事
項
］ 

国語総合 
２Ｂ 書くこと（１） 

ア  相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを
工夫して書くこと。 

２Ｃ 読むこと（１） 
ア  文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 
ア  伝統的な言語文化に関する事項 
（イ）文語のきまり，訓読のきまりなどを理解すること。 



 

 
8 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数，出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項⽬

領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・伝統的な言語で書かれた文

章を読み，叙述に即して内

容を理解し，場面や登場人

物の設定・心情を理解する

ことができる。 

・義務教育段階までに得た古

典に関する知識をもとに，

伝統的な言語文化を味わう

ことができる。 

【設問数】 
２～６問程度 
【出題形式】 
選択式，記述式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

［
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
］ 

国語総合 
２Ｂ 書くこと（１） 

イ  論理の構成や展開を工夫し，論拠に基づいて自分の考えを文章に
まとめること。 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 
ウ  文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わう

こと。 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

ア  伝統的な言語文化に関する事項 
（ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き，伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
中学校学習指導要領 国語［第３学年］ 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

ア  伝統的な言語文化に関する事項 
（ア）歴史的背景などに注意して古典を読み，その世界に親しむこ

と。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

ア  伝統的な言語文化に関する事項 
（イ）古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の

思いなどを想像すること。 

・伝統的な言語文化の歴史的

背景や伝統的な風習・考え

方を理解することができ

る。 

・義務教育段階までに得た古

典に関する知識をもとに，

伝統的な言語文化を味わう

ことができる。 

【設問数】 
１～２問程度 
【出題形式】 
選択式 

［
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項
］ 

国語総合 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

ア  伝統的な言語文化に関する事項 
（ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き，伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
中学校学習指導要領 国語［第３学年］ 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

ア  伝統的な言語文化に関する事項 
（ア）歴史的背景などに注意して古典を読み，その世界に親しむこ

と。 
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（様式４） 

1 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：数学 

測定内容の区分： 基本タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

三角形，平行四辺形，ひし形及

び台形の面積の求め方を考え

ることができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題 2 番 

Ｂ 

量
と
測
定 

⼩学校学習指導要領 算数〔第５学年〕 

２Ｂ（１） 
ア 三角形，平行四辺形，ひし形及び台形の面積の求め方を考える

こと。 

正の数と負の数の四則計算を

することができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ａ（１） 
ウ 正の数と負の数の四則計算をすること。 

簡単な一元一次方程式を解く

こと及びそれを具体的な場面

で活用することができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ａ（３） 
ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で

活用すること。 
 〔用語・記号〕自然数 符号 絶対値 項 係数 移項   



 
2 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

簡単な連立二元一次方程式を

解くこと及びそれを具体的な

場面で活用することができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ａ（２） 
ウ 簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場

面で活用すること。 
 〔用語・記号〕同類項 

乗法公式や因数分解の公式を

用いる簡単な式の展開や因数

分解をすることができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（２） 
イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の

展開や因数分解をすること。 
   

因数分解したり平方の形に変

形したりして二次方程式を解

くことができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（３） 
イ 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解く

こと。 

二次方程式を解の公式を使っ

て解くことができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（３） 
ウ 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 



 
3 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

相似な図形を見つけて，その

相似比から面積比や体積比を

求めることができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題 2 番 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 
エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及

び体積比の関係について理解すること。 

三平方の定理を具体的な場面

で活用することができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（３） 
イ 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 
 〔用語・記号〕  

簡単な無理数の四則計算をす

ることができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題１番 
サンプル問題 2 番 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 
ア 数と集合 

（ア）実数 
 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則

計算をすること。 

集合と命題に関する基本的な

概念を理解し，それを事象の

考察に活用することができ

る。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題１番 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 
ア 数と集合 

（イ）集合 
 集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の

考察に活用すること。 



 
4 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

二次の乗法公式及び因数分解

の公式の理解を深め，式を多

面的にみたり目的に応じて式

を適切に変形したりすること

ができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題１番 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 
イ 式 

（ア）式の展開と因数分解 
 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多

面的にみたり目的に応じて式を適切に変形したりするこ
と。 

一次不等式の解を求めたり一

次不等式を事象の考察に活用

したりすることができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 
イ 式 

（イ）一次不等式 
 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不

等式の解を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したり
すること。 

問題を考える際に，鋭角の三

角比と，その相互関係を利用

することができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題 2 番 

（
２
）
図
形
と
計
量

数学Ⅰ 

２（２） 
ア 三角比   

（ア）鋭角の三角比 
 鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 

鋭角の三角比の値を用いて鈍

角の三角比の値を求めること

ができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２（２） 
ア 三角比 

（イ）鈍角の三角比 
 三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の

値を用いて鈍角の三角比の値を求めること。 



 
5 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

正弦定理や余弦定理を用いて

三角形の辺の長さや角の大き

さを求めることができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題 2 番 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２（２） 
ア 三角比 

（ウ）正弦定理・余弦定理 
 正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角

形の辺の長さや角の大きさを求めること。 

三角比を平面図形や空間図形

の考察に活用することができ

る。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題 2 番 

（
２
）
図
形
と
計
量

数学Ⅰ 

２（２） 
イ 図形の計量 
 三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 
  〔用語・記号〕 正弦，sin，余弦，cos，正接，tan 

事象から二次関数で表される

関係を見いだしたり，二次関

数のグラフの特徴について理

解することができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題１番 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 
ア 二次関数とそのグラフ 
 事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関

数のグラフの特徴について理解すること。 

二次関数の値の変化につい

て，グラフを用いて考察した

り最大値や最小値を求めたり

することができる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題１番 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 
イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 
 二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり

最大値や最小値を求めたりすること。 
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測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

二次方程式の解と二次関数の

グラフとの関係について理解

し，数量の関係を二次不等式

で表し二次関数のグラフを利

用してその解を求めることが

できる。 

【設問数】 
0～3 問程度 
【出題形式】 
短答式又は記述式 
サンプル問題１番 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 
イ 二次関数の値の変化 

（イ）二次方程式・二次不等式 
 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解

するとともに，数量の関係を二次不等式で表し二次関数の
グラフを利用してその解を求めること。 

 



（様式４） 

1 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・中学校学習指導要領に示され

る言語材料が一定割合用い

られた対話を聞き取ること

ができる。 

・５回程度の発話からなる対話

を聞いて，事実と意見を区別

しながら内容を理解したり，

概要や要点をとらえたりす

ることができる。 

・対話について，英語の音声的

な特徴などに注意しながら

聞くことができる。 

【設問数】 
５問程度 
【出題形式】 
選択式 

※ リスニング試験で

測定する。 

※ 高等学校の設備を

鑑み，また障がいの

ある生徒への配慮か

ら，本問に類似した

形式で「読むこと」を

扱う問題（出題形式

は選択式，設問数は

５問程度）を用意し，

一方を選んで解答で

きるようにする。 

聞
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理

解したり，概要や要点をとらえたりする。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す

速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 
(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
ア  聞くこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の

特徴をとらえ，正しく聞き取ること。 
(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情

報を正確に聞き取ること。 
(ｵ) まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取

ること。 
(3)  言語材料 
ア  音声 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 



 

2 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料が一定割合用

いられた対話を聞き取るこ

とができる。 

・10 回程度の発話からなる対

話を聞いて，事実と意見を区

別しながら内容を理解した

り，概要や要点をとらえたり

することができる。 

・対話について，英語の音声的

な特徴などに注意しながら

聞くことができる。 

【設問数】 
３問程度 
【出題形式】 
選択式 

※ リスニング試験で

測定する。 

※ 高等学校の設備を

鑑み，また障がいの

ある生徒への配慮か

ら，本問に類似した

形式で「読むこと」を

扱う問題（出題形式

は選択式，設問数は

３問程度）を用意し，

一方を選んで解答で

きるようにする。 

聞
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理

解したり，概要や要点をとらえたりする。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す

速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 
(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
ア  聞くこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の

特徴をとらえ，正しく聞き取ること。 
(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情

報を正確に聞き取ること。 
(ｵ) まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取

ること。 
(3)  言語材料 
ア  音声 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 



 

3 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料が一定割合用

いられた紹介などの文を聞

き取ることができる。 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料を一定割合用

いて英語を書くことができ

る。 

・100 語程度からなる事物に関

する紹介などを聞いて，事実

と意見を区別しながら内容

を理解したり，概要や要点を

とらえたりすることができ

る。 

・事物に関する紹介などを聞

いて，それに基づき，情報に

ついて，内容の要点を示す語

句を用いて，簡潔に書くこと

ができる。 

・事物に関する紹介などにつ

いて，英語の音声的な特徴な

どに注意しながら聞くこと

ができる。 

【設問数】 
２問程度 
【出題形式】 
選択式，短答式 

※ リスニング試験で

測定する。 

※ 高等学校の設備を

鑑み，また障がいの

ある生徒への配慮か

ら，本問に類似した

形式で「読むこと・書

くこと」を扱う問題

（出題形式は選択

式・記述式，設問数は

２問程度）を用意し，

一方を選んで解答で

きるようにする。 

サンプル問題【Ⅰ】 

 

 

聞
く
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理
解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基
づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す
速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意
しながら読んだり書いたりすること。 

(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
ア  聞くこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の
特徴をとらえ，正しく聞き取ること。 

(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情
報を正確に聞き取ること。 

(ｵ) まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取
ること。 

エ  書くこと 
(ｱ) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正し
く書くこと。 

(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，
賛否やその理由を書いたりなどすること。 

(3)  言語材料 
ア  音声 
イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 



 

4 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料を一定割合用

いて英文を話すことができ

る。 

・教師による発話に対して，与

えられた情報や自ら学んだ

こと，経験したことに基づ

き，事実と意見を区別して話

すことができる。 

・英語の音声的な特徴，話す速

度，声の大きさなどに注意し

ながら話すことができる。 

【設問数】 
１問程度 
【出題形式】 
その他 

※ スピーキング試験

は実施せず。 

※ 高等学校での実施

上の制約を鑑み，ま

た障がいのある生徒

への配慮から，本測

定ツールでは，問題・

解答例・採点基準の

提供にとどめる。 

サンプル問題【Ⅱ】 

 

話
す
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基

づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたり

する。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す

速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 
(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
イ  話すこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の

特徴をとらえ，正しく発音すること。 
(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えるこ

と。 
(ｳ) 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意見

を述べ合ったりなどすること。 
(ｵ) 与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること。 

(3)  言語材料 
ア  音声 
イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 



 

5 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料が一定割合用

いられた説明などの文を読

み，文を完成させることがで

きる。 

・１語程度に相当する空所ま

たは誤った表現のある，１～

２文程度の説明などを読ん

で，情報や考えなどの概要や

要点をとらえ，適切な文を完

成させることができる。 

・内容の要点を示す語句など

に注意しながら読むことが

できる。 

 

【設問数】 
10 問程度 
【出題形式】 
選択式，短答式 

サンプル問題【Ⅲ】 
 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意

しながら読んだり書いたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
ウ  読むこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
(ｲ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現さ

れるように音読すること。 
(ｳ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取

ること。 
 (3)  言語材料 
イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 



 

6 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料が一定割合用

いられた対話を読み，文を完

成させることができる。 

・５語程度に相当する空所の

ある１文を含む，２～５回程

度の発話からなる対話を読

んで，情報や考えなどの概要

や要点をとらえ，事実と意見

などを区別し，適切な文を完

成させることができる。 

・内容の要点を示す語句など

に注意しながら読んだり文

を作ったりすることができ

る。 

 

【設問数】 
３問程度 
【出題形式】 
選択式 

読
む
こ
と
（
・
書
く
こ
と
） 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意

しながら読んだり書いたりすること。 
(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
ウ  読むこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
(ｲ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現さ

れるように音読すること。 
(ｳ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取

ること。 
 (3)  言語材料 
イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 



 

7 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料が一定割合用

いられた説明や物語を読む

ことができる。 

・ある程度まとまりのある文

章の説明や物語などを読ん

で，情報や考えなどの概要や

要点をとらえ，事実と意見な

どを区別し，文や文章の言い

換えや要旨，空所に適した内

容を選ぶことができる。 

・内容の要点を示す語句や文，

つながりを示す語句などに

注意しながら読むことがで

きる。 

 

【設問数】 
大問１題，全６問程度

【出題形式】 
選択式 

 
 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意

しながら読んだり書いたりすること。 
(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
ウ  読むこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
(ｲ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現さ

れるように音読すること。 
(ｳ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取

ること。 
(ｵ) 話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否

やその理由を示したりなどすることができるよう，書かれた

内容や考え方などをとらえること。 
 (3)  言語材料 
イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 



 

8 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料が一定割合用

いられた説明や物語を読む

ことができる。 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料を一定割合用

いて英文を書くことができ

る。 

・ある程度まとまりのある文

章の説明や物語などを読ん

で，情報や考えなどの概要や

要点をとらえ，事実と意見な

どを区別することができる。 

・説明や物語などを読んで，そ

れに基づき，情報について，

日本語や英語で簡潔に書く

ことができる。 

・内容の要点を示す語句や文，

つながりを示す語句などに

注意しながら読んだり書い

たりすることができる。 

 

【設問数】 
大問１題，全１問程度

【出題形式】 
記述式，短答式 

サンプル問題【Ⅳ】 
 
 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概
要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基
づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意
しながら読んだり書いたりすること。 

(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
ウ  読むこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
(ｲ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現さ
れるように音読すること。 

(ｳ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取
ること。 

(ｵ) 話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否
やその理由を示したりなどすることができるよう，書かれた
内容や考え方などをとらえること。 

エ  書くこと 
(ｱ) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正し
く書くこと。 

(ｲ) 語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，

賛否やその理由を書いたりなどすること。 
(ｵ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，
文と文のつながりなどに注意して文章を書くこと。 

(3)  言語材料 
イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 
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測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料を一定割合用

いて英文を書くことができ

る。 

・与えられた日本語訳，または

イラストやグラフなどを見

て，それに基づき，情報や考

えなどについて，簡潔に書く

ことができる。 

・内容の要点を示す語句やつ

ながりを示す語句などに注

意しながら書くことができ

る。 

 

 

【設問数】 
１問程度 
【出題形式】 
記述式 

サンプル問題【Ⅵ】 
 

書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基

づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意

しながら読んだり書いたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
エ  書くこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正し

く書くこと。 
(ｲ) 語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，

賛否やその理由を書いたりなどすること。 
(ｴ) 身近な場面における出来事や体験したことなどについて，

自分の考えや気持ちなどを書くこと。 
(ｵ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，

文と文のつながりなどに注意して文章を書くこと。 
(3)  言語材料 
イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 
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測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・中学校学習指導要領に示さ

れる言語材料が一定割合用

いられた説明や対話を読む

ことができる。 

・１～２文程度の説明や対話

などを読んで，情報や考えな

どの概要や要点をとらえ，下

線の引かれた語句や文と同

義の内容を選ぶことができ

る。 

・内容の要点を示す語句や文，

つながりを示す語句などに

注意しながら読むことがで

きる。 

 

【設問数】 
５問程度 
【出題形式】 
選択式 
 

 
 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意

しながら読んだり書いたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
ウ  読むこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
(ｲ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現さ

れるように音読すること。 
(ｳ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取

ること。 
 (3)  言語材料 
イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：国語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）：１番 

 

出

題

科

目 

中学校「国語」、高校「国語総合」 

出

題

の 

ポ

イ

ン

ト 

問１…論説文の読解において鍵となる語句の意味を問う問題である。 

問２…何について述べられた文章なのか、キーワードを理解しているかを問う問題である。 

問３…指示語の理解を切り口に、筆者の問題意識の理解を問う問題である。 

問４…キーワードに注目しながら、筆者の主張を制限字数内でまとめる力を問う問題である。 

問５…本文と照らし合わせながら、筆者の論点を理解できているかを問う問題である。 

主

と

し

て

問

う

能

力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問１①② ○  
 問２  ○ 
問３  ○ 
問４  ○ 

 問５  ○ 
 

出

題

形

式 

            
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問１①② ○   
問２  ○  
問３ ○   
問４   ○ 
問５ ○   

  

主

と

し

て

問

う

技

能

（英

語

 
 



の

み） 

サ

ン

プ

ル

問

題 











解

答

例 







 



（参

考）

学

習

指

導

要

領

の

関

連

項

目 

問１… 国語総合 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

イ  言語の特徴や決まりに関する事項 
（イ）文や文章の組立て，語句の意味，用法及び表記の仕方などを理解し，語彙を豊かに

すること。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 

２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 
イ  言語の特徴や決まりに関する事項 
（イ）抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句

などについて理解し，語感を磨き語彙を豊かにすること。 
問２… 国語総合 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約や詳述をしたりする

こと。 
エ  文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価したり，書き手の意図をと

らえたりすること。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内容

の理解に役立てること。 
問３… 国語総合 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約や詳述をしたりする

こと。 
エ  文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価したり，書き手の意図をと

らえたりすること。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内容

の理解に役立てること。 
問４… 国語総合 

２Ｂ 書くこと（１） 
ア  相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを工夫して書くこと。 
ウ  対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方を考えて書くこと。 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約や詳述をしたりする

こと。 
エ  文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価したり，書き手の意図をと

らえたりすること。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内容

の理解に役立てること。 
問５… 国語総合 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約や詳述をしたりする

こと。 
エ  文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価したり，書き手の意図をと

らえたりすること。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内容

の理解に役立てること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：国語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）：２番 

 

出

題

科

目 

中学校「国語」、高校「国語総合」 

出

題

の 

ポ

イ

ン

ト 

問１…日常的に触れることが多い文章の形態において、適切な表記・表現を使えるかを問う問題である。

問２…日常的な場面を取り上げた文章を読み、目的や条件に合わせて要点を整理し，まとめる力を問う問

題である。 

問３…問題解決を目指し、意見を交換したりする場面を想定しながら、考えを整理し，端的にまとめる力

を問う問題である。 

 

主

と

し

て

問

う

能

力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問１ ○  
 問２  ○ 
問３  ○ 

 

出

題

形

式 

            
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問１  ○  
問２   ○ 
問３  ○  

  

主

と

し

て

問

う

技

能

（英

語

の

み） 

 
 



サ

ン

プ

ル

問

題 











解

答

例 







（参

考）

学

習

指

導

要

領

の

関

連

項

目 

問１… 国語総合 
２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 

ウ  漢字に関する事項 
（ア）常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字が書けるようになること。 

イ  言語の特徴やきまりに関する事項 
（ア）国語における言葉の成り立ち，表現の特色及び言語の役割などを理解すること。 
（イ）文や文章の組立て，語句の意味，用法及び表記の仕方などを理解し，語彙を豊かに

すること。 
中学校学習指導要領 国語［第３学年］ 

２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 
イ 言語の特徴や決まりに関する事項 
（ア）時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いを理解するとともに，敬語を

社会生活の中で適切に使うこと。 
中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 

２［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］（１） 
イ  言語の特徴や決まりに関する事項 
（イ）抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句

などについて理解し，語感を磨き語彙を豊かにすること。 
問２（１）…国語総合 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約や詳述をしたりする

こと。 
２B 書くこと（１） 

ア  相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを工夫して書くこと。 
ウ  対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方を考えて書くこと。 

問２（２）…国語総合 
２Ｂ 書くこと（１） 

ア  相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを工夫して書くこと。 
イ  論理の構成や展開を工夫し，論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめること。 

２Ｃ 読むこと（１） 
イ  文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約や詳述をしたりする

こと。 
エ  文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価したり，書き手の意図をと

らえたりすること。 
中学校学習指導要領 国語［第３学年］ 

２Ｂ 書くこと（１） 
イ  論理の展開を工夫し，資料を適切に引用するなどして，説得力のある文章を書くこと。

中学校学習指導要領 国語［第２学年］ 

２Ｂ 書くこと（１） 
ア  社会生活の中から課題を決め，多様な方法で材料を集めながら自分の考えをまとめるこ

と。 
イ  自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして，文章の構成を工夫すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）：１番 

 

出

題

科

目 

数学Ⅰ（数と式、集合と命題、２次関数） 

出

題

の 

ポ

イ

ン

ト 

(1)ア、イ…数学Ⅰ（数と式）の簡単な数値計算である。 

ウ、エ…数学Ⅰ（数と式）の数値計算の問題であるが、それなりの工夫が必要な問題である。 

(2)…数学Ⅰ（集合と命題）の対偶の定義をしっかり覚えているかどうかの知識を確認する問題である。

(3)①数学Ⅰ（2 次関数）の頂点の座標を求めさせる問題である。 

 ②数学Ⅰ（2 次関数）の定められた範囲での最大・最小をグラフを描いて考える問題である。 

(4)①，②…数学Ⅰ（2 次関数）の 2 次不等式を解く基本的な問題である。 

③…数学Ⅰ（2 次関数）の 2 次不等式を解く問題である。４つの数値の大小を比較する際に工夫が必要

である。 

主

と

し

て

問

う

能

力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1)ア、イ ○  
ウ、エ  ○ 

(2) ○  
(3)①ア、イ ○  

②ウ、エ、オ、カ  ○ 
(4)① ○  
 ② ○  
  ③  ○ 

 

出

題

形

式 

            
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1)ア、イ  ○  
ウ、エ  ○  

(2)  ○  
(3)①ア、イ  ○  

②ウ、エ、オ、カ  ○  
(4)①  ○  
 ②  ○  
  ③   ○ 

  

主

と

し

て

問

う

技

 
 



能

（英

語

の

み） 



サ

ン

プ

ル

問

題 

 



解

答

例 





 



（参

考）

学

習

指

導

要

領

の

関

連

項

目 

(1)  数学Ⅰ 
２（１） 
ア 数と集合 
（ア）実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単な無理数の四則計算をすること。 

数学Ⅰ 
２（１） 
イ 式 
（ア）式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみたり目的に応じて式
を適切に変形したりすること。 

 
(2)  数学Ⅰ 

２（１） 
ア 数と集合 
（イ）集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し、それを事象の考察に活用すること。 

数学Ⅰ 
２（３） 
イ 二次関数の値の変化 
（イ）二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するとともに，数量の関係を
二次不等式で表し二次関数のグラフを利用してその解を求めること。 

 
(3)  数学Ⅰ 

２（３） 
ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数のグラフの特徴について
理解すること。 

数学Ⅰ 

２（３） 
イ 二次関数の値の変化 
（ア）二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最小値を求めたりす
ること。 

 
(4)  数学Ⅰ 

２（３） 
イ 二次関数の値の変化 
（イ）二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するとともに，数量の関係を
二次不等式で表し二次関数のグラフを利用してその解を求めること。 
 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）：２番 

 

出

題

科

目 

数学Ⅰ（図形と計量） 

出

題

の 

ポ

イ

ン

ト 

この問題は従来の数学の問題とは異なり、生徒に問題作成過程を示すことにより、数学の問題がどうやっ

て出来ているかに少しでも関心を持って貰えるように工夫してある。数学の問題は、細かい設定や数値を

変えることによって、難しくもなり、易しくも、計算が面倒になったり、簡単になったりする。この問題

では点の取り方を変えることによって中学校で学習する知識でも解ける問題から始めて、三角比の知識

を利用する必要のある問題まで発展させて考えさせている。 

主

と

し

て

問

う

能

力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1) ○  
(2) ○  
(3) ○  
(4) ○  
(5) ○  
(6) ○  
(7) ○  
(8) ○  
(9) ○  
(10) ○  
(11) ○ ○ 
(12) ○ ○ 

 

出

題

形

式 

            
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1)  ○  
(2)  ○  
(3)  ○  
(4)  ○  
(5)  ○  
(6)  ○  
(7)  ○  
(8)  ○  
(9)  ○  
(10)  ○  
(11)   ○ 
(12)   ○ 

   

主

と

し

て

 
 



問

う

技

能

（英

語

の

み） 



サ

ン

プ

ル

問

題 





 



解

答

例 







（参

考）

学

習

指

導

要

領

の

関

連

項

目 

この問題は義務教育段階 数学Ⅰの図形の計量、数と式の融合問題である。 

 
(1) 中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 
エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体積比の関係について理

解すること。 

 
(2) ⼩学校学習指導要領 算数〔第５学年〕 

２Ｂ（１） 
ア 三角形，平行四辺形，ひし形及び台形の面積の求め方を考えること。 

 
(3) 中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 
エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体積比の関係について理

解すること。 

 
(4) 中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 
エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体積比の関係について理

解すること。 

 
(5) 数学Ⅰ 

２（２） 
ア 三角比 
（ウ）正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さや角の大きさを
求めること。 

 
(6) 数学Ⅰ 

２（２） 
ア 三角比   
（ア）鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 

 
(7) 数学Ⅰ 

２（２） 
イ 図形の計量 
三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 
 [用語・記号] 正弦，sin，余弦，cos，正接，tan 

 
(8) 中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 
エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体積比の関係について理

解すること。 

 
(9) 数学Ⅰ 

２（２） 
イ 図形の計量 
三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 
 [用語・記号] 正弦，sin，余弦，cos，正接，tan 

 
(10) 数学Ⅰ 

２（２） 
ア 三角比 
（ウ）正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さや角の大きさを



求めること。 

 
(11) 数学Ⅰ 

２（２） 
イ 図形の計量 
三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 
 [用語・記号] 正弦，sin，余弦，cos，正接，tan 

 
(12) 数学Ⅰ 

２（１） 
ア 数と集合 
（ア）実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単な無理数の四則計算をすること。 

 

 



（様式５）         

サンプル問題について 

 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）：【Ⅰ】（Ｃ） 

 

出題科目 中学校「英語」，高等学校「英語」の「コミュニケーション英語Ⅰ」 

出題の 

ポイント 

本問（Ｃ）は，「聞くこと」に関する大問において，語句や設問形式を含めて，思考力・判

断力・表現力を必要とする比較的難易度の高いものとして設定している。 

１．与えられた答えは「（ a ）物を（ b ）物に変えること」という内容であり，選択

肢はそれぞれ以下の意味を持つ。 

ア．（a）「不要な」  （b）「役立つ」 

イ．（a）「重要な」  （b）「重要でない」 

ウ．（a）「安価な」  （b）「高価な」 

エ．（a）「古い」   （b）「新しい」 

このうち，スクリプト中の「髪を寄付してかつらを作る」という内容の言い換えにな

る表現を思考・判断させ，正答選択肢のアを選ばせる。 

２．解答例は，スクリプトでは５文目にある内容である。与えられた質問と答えから，事

前に適切な答えとなる表現を完成させるためには何を聞き取るべきかを思考・判断し，

文法・文意上適切な英語表現を完成させる必要がある。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

１  ○ 
２  ○ 

  

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

１ ○   
２  ○  

  

主 と し て

問 う 技 能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

１ ○    
２ ○   ○ 

 



サ ン プ ル

問題 

解答例 

（参考）学

習指導要

領の関連

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や
要点をとらえたりする。 



項目 (1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え
などについて，簡潔に書く。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ
などに注意しながら聞いたり話したりすること。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり
書いたりすること。 

(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
ア  聞くこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，正
しく聞き取ること。 

(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確に聞き取る
こと。 

(ｵ) まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取ること。 
エ  書くこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 
(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否やその理由を

書いたりなどすること。 
(3)  言語材料 
ア  音声 
イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 

 



（様式５）         

サンプル問題について 

 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）：【Ⅱ】 

 

出題科目 中学校「英語」，高等学校「英語」の「コミュニケーション英語Ⅰ」 

出題の 

ポイント 

１．グラフから「特徴は何か」という事実を読み取らせ，それを英語で表現させる問題と

なっている。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

１  ○ 
  

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

１    
 「話すこと」に関する，発言式の出題形式である。 

主 と し て

問 う 技 能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

１   ○  
 

サ ン プ ル

問題 



解答例 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら聞いたり話したりすること。 

(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 

イ  話すこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，正

しく発音すること。 

(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

(ｳ) 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意見を述べ合ったりなど

すること。 

(ｵ) 与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること。 

(3)  言語材料 

ア  音声 

イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項  



（様式５）         

サンプル問題について 

 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）：【Ⅲ】（A）（B）（C） 

 

出題科目 中学校「英語」，高等学校「英語」の「コミュニケーション英語Ⅰ」 

出題の 

ポイント 

選択式の（Ａ）は知識・技能の問題であるが，ある程度の思考・判断をさせる。（Ｂ）と（Ｃ）

は短答式であり，自分で答えとなる語を思考・判断させる。 

（Ａ） 

１．不定詞（ア）と分詞（イ・ウ）がともに形容詞の働きをするという知識を前提に，文

脈から不定詞が正しいと思考・判断をさせる。 

２．動詞 invite「～を招待する」の意味や受動態に関する知識を前提に，多少複雑な構文

の中で「招待された」という受動の文意がふさわしいと思考・判断をさせる。 

３．選択肢の語はすべて名詞節を作る働きがあるという知識を前提に，文脈からイのみが

正しいと思考・判断をさせる。 

４．“there is/are”構文の知識を前提にしつつ，一般的に用いられる is や are が時制等の

理由から誤りであり，be 動詞の代わりに lived を用いるのがふさわしいと思考・判断

をさせる。 

５．can「可能である」=be able to「できる」という知識を持つ生徒も多いが，文意から

can「可能（性）」が正しいと思考・判断をさせる。 

６．節と節を繋ぐ働きを持つ語の知識を前提に，２つの節の関係が「理由」と「結果」で

あると思考・判断をさせ，選択肢を選ばせる。また，「理由」という部分だけで because

を選んだり，「予約」や「オフィス」という時間や場所に関連する語から，when や where

を選んだりしてはいけないと思考・判断をさせる。 

（Ｂ） 

１．英文は直訳では「私の趣味はサッカーを観ること」といった内容であるが，与えられ

た日本文は「私の趣味はサッカー観戦」という若干の意訳になっている。この意訳に

惑わされず，文法・文意上正しい語が何であるかを思考・判断させ，表現させる。 

２．英文は直訳では「私の名前が呼ばれたのを聞いた」といった内容であるが，与えられ

た日本文は「私は誰かに呼ばれた気がした」という若干の意訳になっている。この意

訳に惑わされず，文法・文意上正しい語が何であるかを思考・判断させ，表現させる。

（Ｃ） 

１．１文目を読み内容や状況を判断させ，２文目の与えられた内容から同義となる文を思

考・判断させ，与えられたアルファベットを手掛かりに，空所にふさわしい語を表現

させる。 

２．同上 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

（Ａ）１～６ ○  
（Ｂ）１～２  ○ 
（Ｃ）１～２  ○ 

  



出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

（Ａ）１～６ ○   
（Ｂ）１～２  ○  
（Ｃ）１～２  ○  

  

主 と し て

問 う 技 能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

（Ａ）１～６  ○   
（Ｂ）１～２  ○   
（Ｃ）１～２  ○   

 

サ ン プ ル

問題 



解答例 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 

ウ  読むこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

(ｲ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように音読する

こと。 

(ｳ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

 (3)  言語材料 

イ  文字及び符号 

ウ  語，連語及び慣用表現 

エ  文法事項 

 



（様式５）         

サンプル問題について 

 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）：【Ⅳ】 

 

出題科目 中学校「英語」，高等学校「英語」の「コミュニケーション英語Ⅰ」 

出題の 

ポイント 

１．(a)(b)ともに，１つ目では，下から４行目にある“little sister”「妹」を含む発言

を元に解答を表現させる。２つ目では，下から３行目にある“big sister”「姉」を含

む発言が，設問文の主語にあたる「アリス」の発言ではあるが，その主たる考えでは

ないことを思考・判断させ，また，下から 13 行目にある“like my father”「父のよ

う」を元に解答を表現させる。１つ目は本文で直接的に述べられているもの，２つ目

は必ずしも直接的には述べられていないものを問う設問になっている。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
１(a)  ○ 
１(b)  ○ 

  

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
１(a)  ○  
１(b)   ○ 

  

主 と し て

問 う 技 能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 
１(a)  ○   
１(b)  ○  ○ 

 



サ ン プ ル

問題 



解答例 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ
たりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え
などについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり
書いたりすること。 

(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 



中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 
ウ  読むこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
(ｲ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように音読する

こと。 
(ｳ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 
(ｵ) 話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由を示し
たりなどすることができるよう，書かれた内容や考え方などをとらえること。 

エ  書くこと 
(ｱ) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 
(ｲ) 語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否やその理由を

書いたりなどすること。 
(ｵ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文のつながりな

どに注意して文章を書くこと。 
(3)  言語材料 
イ  文字及び符号 
ウ  語，連語及び慣用表現 
エ  文法事項 

 



（様式５）         

サンプル問題について 

 

事業者名：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

測定ツール名：スタディサプリ 学びの活用力診断～ベーシック～ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）：【Ⅵ】 

 

出題科目 中学校「英語」，高等学校「英語」の「コミュニケーション英語Ⅰ」 

出題の 

ポイント 

傍点の付された「あの」が意味する日本語における独特なニュアンスを，外国人に何と伝

えるかを思考･判断させ，表現させる。現実のコミュニケーションにおける思考・判断から

表現へという流れに準じて，（a）では伝えるべき内容を日本語で思考・判断させ，それを

（b）で英語で表現させる問題構成としている。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（a）（b）  ○ 

  

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
（a）（b）   ○ 

  

主 と し て

問 う 技 能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 
（a）（b）    ○ 

 

サ ン プ ル

問題 



解答例 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1)  言語活動 

エ  書くこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

(ｲ) 語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否やその理由を

書いたりなどすること。 

(ｴ) 身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考えや気持ち

などを書くこと。 

(ｵ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文のつながりな

どに注意して文章を書くこと。 

(3)  言語材料 



イ  文字及び符号 

ウ  語，連語及び慣用表現 

エ  文法事項 
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